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会員制度のご案内
一般社団法人日本能率協会は法人を
対象とした法人会員制度を設け、
セミナー参加料割引をはじめ各種
サービスを提供しております。
是非この機会にご入会をご検討
ください。

詳細は 
https://www.jma.or.jp/

membership/

　日本能率協会（JMA）は、企業経営の要である「ひと」の力を最大にすることを通じ、
新たな経営・組織づくりに貢献します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　社長・役員向けプログラムのほか、次世代経営者・幹部育成のための長期プログラム、
役職別の能力開発研修、人事・教育、マーケティング、営業、開発、設計、技術、生産、
購買・調達など専門領域のスキルアップ研修など年間2,000本以上の公開型研修を開催
しています。また、企業・自治体・学校に向け、個別課題解決支援を行っています。

JMAが選ばれ続ける４つの理由
１．現場課題に合わせたプログラム内容

２．実践力のつく演習・ディスカッション

３．研修結果を継続させる仕組み

４．多様な業界、業種の交流

JMAグループは、教育、調査、コンサルティング、

第三者保証（検証）を通じて、企業・団体の

サステナビリティ対応にワンストップで活動の

支援を行っています。

サステナビリティ推進活動の支援

サステナビリティ経営推進ワークショップ

スマートフォン
タブレットから

JMA152642 で検索セミナーID（半角数字）

パソコン（各種検索サイト）からダイレクトで

もしくは、https://school.jma.or.jp/
※貴社の情報セキュリティ方針等でwebからのお申し込みが難しい方は
　JMAマネジメントスクールまでお電話にてお問い合わせください。
　　　　　　　　　  TEL：03（3434）6271

お申し込みについて 定員になり次第、申込受付を終了します。お早めにお申し込みください。定員になり次第、申込受付を終了します。お早めにお申し込みください。

JMAマネジメントスクール　TEL：03（3434）6271
電話受付時間　月～金曜日9:00～ 17:00　ただし祝日を除く

E-Mail：seminar@jma.or.jp　FAX：03（3434）5505

申込に関するお問い合わせ先（参加証・請求書・キャンセル・変更などに関する内容） プログラム内容に関するお問い合わせ先（企画担当）
一般社団法人日本能率協会 産業振興センター　楠見・松本（素）
〒105-8522 東京都港区芝公園3-1-22　TEL：03（3434）1410（直通）

サステナビリティ
経営推進ワークショップ
サステナビリティ

経営推進ワークショップ
～未来予測をもとにしたサステナビリティロードマップを作成する～

電話でご確認後、所定のお手続きをお取りください。万一キャンセルの場合、初回の
お申し出の日付により上記キャンセル料が発生します。
（注）キャンセルの場合は必ずJMAマネジメントスクールの問い合わせフォームより

ご連絡ください。

参加料の10%

参加料の30%

参加料の全額

開催15日前～開催8日前(開催当日を含まず)

キャンセル料キャンセルご連絡日

開催7日前～前々日(開催当日を含まず)　

開催前日および当日

キャンセル規定

会場地図は、参加証送付時にご案内いたします。会場案内

日本能率協会 研修室
〒105-8522 東京都港区芝公園3-1-22

～未来予測をもとにしたサステナビリティロードマップを作成する～

日本能率協会 研修室（東京・港区・芝公園）会　場

会　期 2024年11月～2025年２月（全４回）
各回とも　10：00～17：00

特　長 ・サステナビリティ経営を題材に他社（異業種）交流を図り、自社活動と
他社活動の意見交換を行います。

・有価証券報告書作成・HP、統合報告書への開示に向けて準備や悩みを共有し
実務に活かします。

・1社3名までの登録制により各回に複数名（最大3名）で参加できます。
（1社1～2名は必ず全４回を通しでご参加ください）

参加対象 プライム上場企業の
サステナビリティ部門およびサステナビリティ経営に携わる経営企画、IR・広報、
生産戦略、R＆D、物流、購買・調達、温暖化対策等の実務担当者

参加定員 10社 ※参加社数が定員になり次第、締め切らせていただきます。

１社３名までの登録制 （各回とも1社 / 3名まで参加可能）

上　記　会　員　外

一般社団法人
日本能率協会法人会員 275,000円/1社

330,000円/1社

330,000円/1社

385,000円/1社

早期申込割引参加料/1社あたり
【10月25日（金）申込締切】 通常参加料/1社あたり

（消費税込）参加料

※参加料にはテキスト（資料）費、懇親会費が含まれています。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください。）
※法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
　https://www.jma.or.jp/membership/
※参加申込規定はお申し込みページにございますのでご確認、ご同意のうえお申し
込みください。



サステナビリティ経営推進ワークショップ
プ ロ グ ラ ム

コーディネータ （※本ワークショップのコーディネータを担い、ワーク・討議指導、第３回、第４回講師を務めます）

（敬称略）
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「サステナビリティ対応のロードマップは作成・見直してますか」
近年のサステナビリティを巡る動向は目まぐるしく、横文字の並ぶ基準も多く存在します。これらに対応
しながら、ウォッシュと言われないように情報公開を行っていくことは、非常に複雑になってきています。
これまでぼんやりしていた2030年が、間近に迫ってきています。近未来、その先の未来予測を想定しながら、
順次変更を加えていくことが貴社のロードマップに求められています。

「貴社における対応部門も複数になって、横の連携が難しくなっていませんか」
現場のエネルギーの削減から有価証券報告書まで、複数の部門の横串の対応が重要になってきています。
そこで、複数の部門の方を想定し、ワークショップ形式で基準の解説から未来予測、ロードマップの作成（見直し）、
情報開示対応まで複数の目で作成することを想定した内容となっています。
他社の方と交流を図りながら、課題を共有し、解決に向けたロードマップを示すことができればと考えております。
皆様のご参加をお待ち申しあげております。

一般社団法人日本能率協会
地球温暖化対策センター　検証審査部
 河村 　渉

株式会社日本能率協会コンサルティング
シンクロノス・イノベーションユニット
生産領域・SX領域　サブディレクター
チーフ・コンサルタント 大野 晃平

※プログラム内容は変更される場合があります。あらかじめご了承ください。※昼食は12：00～13：00を予定しております。

製造業・農林水産業における現場の生産性
向上を主軸に収益改善のコンサルティングを
行っている。
原材料調達から製造・出荷流通まで、バリュー
チェーン各所で幅広く生産性向上・コスト
ダウンによる収益貢献支援、持続可能な経営
実現に向けたサステナビリティ・SDGsビジョン
策定・実行支援を推進している。

【おもなコンサルティングテーマ】
● 製造業
現場作業の生産性向上、生産管理システム改革
新工場建設支援、物流拠点構想立案、標準時間
策定　等

● 農業関連
収益構造分析及び改善プラン策定、中計策定
支援、作付適正化シミュレーション、収穫・選別
作業改善　等

● サステナビリティ・SDGs
サステナビリティ戦略立案/実行支援
SDGs推進マスタープラン策定/実行支援
脱炭素推進支援、人権リスク可視化支援

【執 筆】
・Business Insights（ビジネスインサイト）
自社の仕組みを変革する『本気のSDGs』④
バリューチェーンを変革する
（日本ビジネスプレス 2020年11月24日 公開）

【研 修】
・JMAセミナー「SDGs実践セミナー」研修講師
・ゲームで学ぶSDGs研修

株式会社日本能率協会コンサルティング
シンクロノス・イノベーションユニット
生産領域・SX領域
サブディレクター
チーフ・コンサルタント

大野　晃平

・ISSB基準の要求事項の整理
・ISSB基準の要求事項とCDPの質問書
・有価証券報告書とISSB基準変更
・気候変動対策サプライチェーンにおける
CO2排出量の削減
・SBTの概要（カーボンニュートラルに向けて）
・人権デューデリジェンスの取り組み
・サステナビリティ情報の検証

・各社のCDP回答書の中身を見てみる
・各社が抱える課題の共有と議論

・全体共有
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株式会社日本能率協会総合研究所
MDB事業本部　エグゼクティブ・フェロー
 菊池 健司

株式会社日本能率協会コンサルティング
シンクロノス・イノベーションユニット
生産領域・SX領域　サブディレクター
チーフ・コンサルタント 大野 晃平

・2030年未来予測
・将来の経済市場を想起する上で知っておきたい
6つのポイント
・2030年2040年に向けて成長するビジネスと
重要キーワード
・10年先を見据える視点の育て方
・サステナビリティ経営推進のための必須情報源の
ご紹介

・環境ビジョン
・中長期目標設定の指南（シナリオづくり）
例）新工場設立、ものづくり産業、
サービス業（インバウンド）　など

・全体共有

午
　
　
前

午
　
　
後

講
　
師

株式会社日本能率協会コンサルティング
シンクロノス・イノベーションユニット
生産領域・SX領域　サブディレクター　チーフ・コンサルタント 大野 晃平

・気候関連のリスクと機会に関する資産や
事業活動
・自社、調達先に削減量を求め、戦略の策定
・供給網管理の必要性
・海外拠点構築の概念や設計
・企業価値の毀損を防ぐ

・サステナビリティの観点からみた
サプライチェーンリスク
・気候変動による事業デザインの再構築

・全体共有
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コーディネータ

株式会社日本能率協会コンサルティング
シンクロノス・イノベーションユニット
生産領域・SX領域　サブディレクター　チーフ・コンサルタント 大野 晃平

株式会社日本能率協会コンサルティング
シンクロノス・イノベーションユニット　生産領域・SX領域　サブディレクター
チーフ・コンサルタント 大野 晃平

・ロードマップの作成
・有価証券報告書の作成
・企業価値向上
・自社の内部浸透
・展開に向けた活動

・中期経営計画と気候変動シナリオの統合
・企業価値と環境価値の統合化

・全体共有

各回テーマとワーク・討議のステップ

ステップ1：サスティナビリティにおける最新動向を理解する
CDP回答に基づき、他社の回答との横比較により、気候変動対応に関する
当社の課題を理解し、自社のビジョン・環境方針とのギャップを認識する

ステップ2：中長期の未来予測に基づく自社の機会・リスクを認識する
未来予測に基づき、自社事業の機会・リスクを再認識し、現行のTCFDを
中心とした気候変動対応シナリオとのギャップを明確にする

ステップ3：環境ビジョン・中長期目標設定の指南（シナリオづくり）
自社のビジョン・中期経営計画・環境方針など中長期戦略を理解し、TCFDを
中心とした自社の気候変動対応シナリオとのギャップに対する新たなシナリオを
設定する

ステップ4：目標を設定する
目標範囲を設定し、KPIの選択とシナリオ別の目標を設定する

ステップ5：ロードマップの作成
持続可能な目標を企業に定着させ、各部門に組み込む

ステップ6：報告とコミュニケーションを行う
効果的な報告とコミュニケーションを行う

【第１回】
サステナビリティにおける義務化の最新動向

【第２回】
サステナビリティによる
環境・社会などの課題が経済市場に与える影響

【第３回】
気候変動／サプライチェーンのリスクと機会

（省エネ、脱炭素含む）

【第４回】
2030年、2050年 ロードマップの作成

サンプル

当日のフォ
ーマットは

変更の可能
性がありま

す

ワーク・討議のステップ各回テーマ

※懇親会　17：00～

※懇親会　17：00～


